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   前回のふりかえり 

 

(1) 協議 若者を取り巻く課題と支援 

   資料「若者を取り巻く課題と支援」 

   ①国・県・柏市の状況 

   ②若者に関するデータ等（内閣府：子供・若者の意識に関する調査） 

   ③若者支援の現状 

   ④（仮称）子ども・若者総合支援センターの整備 

 

  資料を基に，テーマについて具体的な課題や必要としている支 

 援についての協議を実施した。 

              ※グループワーク意見の詳細は次頁参照 

 

(2) 全体で共有した意見 

 Ａ班 

  ・高校中退やメンタル不調，ひきこもり，ヤングケアラーなどが課題 

  ・若者の支援ニーズを探ることと，SNS を通じた情報収集と発信 

  ・ゆるい居場所と，人とのつながり作り 

  ・地域で若者が担い手になる活動の可能性 

  ・今ある市の資源（サポートステーション等の事業）を知ってもらう仕組 

 Ｂ班 

  ・学校卒業後の社会参加の場がなく，対人関係に自信が持てない 

  ・自己肯定感を持てず，夢を描けない。コミュニケーションが苦手 

  ・自己決定できる居場所と，本物と関わる獲得体験 

  ・幼少期からの過程を大事に，課題を共有できる連携システムの構築 

 

(3) 今後の方向性 

 令和８年度開所予定の「（仮称）子ども・若者総合支援センター」を含めた

全市的な若者支援施策の展開に向けた検討のため，いただいたご意見を参考に

しながら，次年度以降，ニーズ調査等実態把握の取組を進めて参ります。 

  

１ 

1 



 

 

参考 第１回社会教育委員会議（８／９）グループワークの結果 

【Ａ班】  

 
【Ｂ班】  

 

髙橋 今井 下地 荒井

精神疾患
（離職者）
職場ストレス

コミュニティ・ス
クールとの関連

高校中退

ひきこもり

コロナの影響

ただ単に居てもい
い場所

ヤングケアラー

保護者同士
学校，子どもとの
つながり

アンケート
課題を知ってもら
う
ニーズを知る

スクールソーシャ
ルワーカーとそれ
に類する活動をす

る人

こども食堂
部活動

SNSの活用
＃ハッシュタグ

中学校
部活動地域移行

周知活動が大切
アピール，ＰＲ

16～30歳の支援
ニーズを探る

＜支援＞＜課題＞

内 的

外 的

人・つながり

活 動

鴇田 冨田谷 長島 石垣 風戸

体験活動
本物を知る・関わ
る

趣味を作れるよう
な体験の場

社会貢献を選択
（自己決定）する

親も一緒に地域の
行事等に率先して
参加

本人の裁量で力を
発揮できる場

放課後の居場所作
りの充実

人とつながりやす
いメニュー・カリ
キュラム

幼児期から家庭・地
域・学校その他関係
機関が連携して育て
ていくというシステ
ム構築

学校教育からの解
放
地域での沢山の活
動

ひきこもり・不登
校
社会参加のきっか
け

深く対人関係を築
きにくい

リアルな関係に自
信が無い

コミュニケーショ
ン能力の低下

社会との関わりが
うすい

学校を離れてから
の居場所が心地よ
い場所でない

課題を広く共有

多面的に若者を見
ることができる機
会の創出

ゆるやかな交流
ゆるやかな居場所

大人しく良い子
だが受け身

勤勉さ，あきらめ
ない，根性

勤労意欲・正しい
職業観が欠けてい
る

指示待ち・自ら進
んでやる意識

個性を発揮できる
器
受け入れる場所

自己肯定感・自己
有用感醸成の機会

将来の夢が抱けて
いない

内 的

居場所

・活動

方向性・

つながり

外 的

＜課題＞ ＜支援＞
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   放課後子ども教室の取組について 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 

① 子どもたちの健やかな育ちと，生きる力の素地となる幅広い体験や経験 

② 支援する大人自身の生涯学習（生きがい，楽しさ） 

③ 大人の地域ネットワーク作りと，学校を核とした地域全体で子どもを育む環境づくり 

          地域住民による自主運営を目指す 

補充学習 ＋ 

体験活動・遊び 

子どもの自由な居場所 

放課後子ども教室 

子どもを主役にする関わり 

地域を知る，好きになる 

学習支援 ＋ 

体験・遊びの支援・見守り 

支援者同士のつながり 

地域の支援者 

将来的には 

(1) 放課後子ども教室の拡充イメージ 

 期待される効果 

(2) 目指す姿  最終的な到達イメージ 
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事例発表（土小学校の取組） 

 

(1) 発表者 

 

  柏市立土小学校 梅津健志校長 

          永田 友教頭 

  学校支援地域本部 

     学校支援コーディネーター 小日向悦子氏 

 

 

(2) 説明資料 

 

  別添参照 

 「土っ子面白チャレンジ教室 in 2022」  

(3) 今年度実施したモデル事業 
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    令和４年度コミュニティスクールに 

   ついて 
 令和５年度末までの市内小中学校全６３校のコミュニティスクール化を目指して

います。 

【現在の設置状況】 

令和４年度…２７協議会（中学校区１１協議会，単独１６協議会） 

      ５０校(中学校１７校，小学校３３校） 

  学校運営協議会 構成校 
開設 
年度 

1 西原中学校区 西原小，十余二小，西原中 令和 
元年度 2 柏の葉中学校区 柏の葉小，柏の葉中 

3 富勢中学校区 富勢小，富勢東小，富勢西小，富勢中 

令和 
２年度 

4 柏五中学校区 柏第四小，高田小，柏第五中 

5 
酒井根中学校区 酒井根小，酒井根東小，酒井根西小， 

酒井根中※酒井根東小はＲ４年度より合流 

6 柏中学校 

単独設置 
7 土南部小学校 

8 柏第一小学校 

9 旭東小学校 

10 高柳中学校区 高柳小，高柳西小，高柳中 

令和 
３年度 

11 豊小学校 

単独設置 12 藤心小学校 

13 柏第二中学校 

14 風早中学校区 風早南部小，大津ケ丘第二小，風早中 

令和 
４年度 

15 柏第三中学校区 柏第六小，柏第七小，柏第三中 

16 松葉中学校区 松葉第一小，松葉第二小，松葉中 

17 柏第四中学校区 柏八小，名戸ケ谷小，柏第四中 

18 
豊四季中学校区（予

定） 
柏二小，旭小，豊四季中 

19 逆井小学校 

単独設置 20 逆井中学校 

21 柏第三小学校 

３ 
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22 増尾西小学校 

23 土中学校 

24 土小学校 

25 南部中学校 

26 中原小学校 

27 中原中学校（予定） 

 

【地域学校協働活動推進員の配置に向けて】 

 ①地域学校協働活動推進員とは 

  ・地域学校協働活動推進員は，社会教育法第９条において，「教育委員会の施

策に協力して， 地域と学校との情報共有や活動を行う地域住民等への助言な

どを行うもの」と示されています。 

・柏市では，原則各学校運営協議会委員の中から各学校長による推薦によって

本推進員を選出し，協議会で話し合った内容や協働活動の実施に向けて，

「地域と学校をつなぐ役割」を担っていただく予定です。 

 

 ②配置に向けた今年度の取組み 

・令和５年度から配置される本推進員の候補者を対象に「地域学校協働活動推

進員養成講座」を年２回（７月，翌１月）実施します。 

・養成講座等の研修は次年度以降も継続して実施し，少なくとも各協議会につ

き１名の配置を目指します。 

 

  

単独設置 

 令和 

４年度 
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   協議事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎議論にあたって 

・社会教育活動団体の他，参考となる活動支援者の立場から 

  参考になる活動事例の情報をお教えください。 

・学校，保護者の立場から 

  実施してもらいたいこと，配慮してもらいたいこと，効果的だと思うこと等を

お教えください。 

・それぞれの専門的見地から 

  連携の取組に向けた課題や解決方法，継続可能なものにするためのポイント等

についてのご意見をお願いします。 

４ 

今回の議題 

放課後子ども教室の事例発表を参考に 

 

・地域と関わり幅広い体験等のできる取組を 

 実施し，継続可能とする工夫について 

・学校施設の有効活用を視野におく 

・子どもたちの生きる力を育むために必要となる資質・能力の素地となる

幅広い体験や経験を，地域住民との関わりを通じて得られる活動 

・低学年児童の居場所だけでなく，多くの児童が参加できる体験活動等を

実施することにより，居場所の選択肢を広げる 

・大々的なイベントや講座を一度だけ開催するのではなく，継続できるもの 

新しい放課後子ども教室のイメージ 
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